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１．概要（Summary） 

超臨界 CO2 と植物由来疎水性色素であるカロテノイド

を溶解した有機溶媒を、同軸二重ノズルの内管と外管か

ら各々噴射して、均一混合することにより、溶媒溶存色素

を超臨界CO2で貧溶媒化することで、従来技術では製作

が困難だった、疎水性色素のサブm粒子を作成した。 

 

２．実験（Experimental） 

・利用した主な装置 

 走査型電子顕微鏡 

 

・実験方法 

使用する微粒子化槽は一般的には円柱型が用いられ

るが、チューブ型に変更することで粒子にどのような影響

が与えられるかを検討した。 

圧力 14 MPa、温度 40°Cを固定し、溶液流量（0.25～

0.1 mL/min）、超臨界 CO2流量（10～20 mL/min）の条

件域において、得られるカロテノイド粒子の粒径分布との

関連性を電子顕微鏡観察によって把握した。カロテノイド

のサブm粒子化に適した条件を解明した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

カロテノイドの一種であるβカロテンの微粒子化の結果

を Table1 に示す。溶液流量一定で、CO2 流量を変化さ

せた場合、得られた粒子は流量に伴ってプレート状の大

きな粒子から球形の微細なナノ粒子となった。一方、溶液

流量依存性試験では、溶液流量の増加に伴って微細な

球形粒子からかなりサイズの大きい不定形粒子へと変化

した。これは、カロテノイド溶液に対し超臨界 CO2をより多

く吹き込むことで、効率よくミキシングでき、貧溶媒化が促

進されることにより粒子が微細化すると考えられる。また、

CO2 流量を増加することで噴霧後の液滴自体が細かくな

るため、粒子結晶の成長を抑制していることも考えられる。

本電子顕微鏡観察により、当初の研究計画を達成できた。 

 

４．その他・特記事項（Others） 

・共同研究者：根路銘葉月（名古屋大学大学院工学研究

科）、Nadezhda Tcareva（名古屋大学大学院工学研究科）、

Siti Machmudah（スラバヤ工科大学）、 Wahyudiono（名

古屋大学大学院工学研究科） 
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６．関連特許（Patent） 

 なし。 

solution 0.25 mL/min 0.5 mL/min 1.0 mL/min 

CO2 

20 

mL/min 

   

CO2 5 mL/min 10 mL/min 20 mL/min 

solution 

0.25 

mL/min 

   

5 m 5 m 500 nm 

Table 1 SEM image of prepared particles. 

500 nm 50 m 50 m 


